
J 或る内部歪核に依る宇無限弾性樫の

愛形に就て

副田 勝利

1936年に F.J. VV. Whipple氏は特殊の内部歪核による，牟無限弾性鰻の

愛形に闘する理論的研究を行ひ，地震撃に釣する庭用に就て述べる所があっ

た。同氏の研究したのは表面の餐形が象限型の方位的分布を示す場合である。

筆者は大韓同氏と同様な方法に依り，宇無限弾性韓の内部に歪核とじて
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たる場合である，更にとれはその極限としてF 内部のー貼に，謂はピ下向きに

垂直在る，静的の力が働く場合に相営すると考へる事が出来る。

1) 弾性鰭の平衡方程式の解直角座標的めz方向の愛位を夫々叫の，W とす

ると，平衡方程式は
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を得る。とれに依る歪力は
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今との歪核が (O，O，.b)に在るとすると， それに依る愛位及び歪力は(4)，(6)に

依って
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従って表面に於てはやは表面に於ける値を示すものとする〉
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とれで一般の解は得られた。

2) 然るに表面は自由であると云ふ依件に依つで，表面に於ける歪力が零に友
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;;が消える様にする震に表面に於て，
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が働く場合の饗位を求めて加へれば良い。

3) 表面に Zのみが働く場合の金1) 先づ表面に X，Y，Z が働く場合の愛位は
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4) 以上に依って表面に於ける歪力が零であると云ふ依件を満足する時の表面

に於ける愛位は
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今水平愛位を考/;¥るに表面に於ける極座標にて表はすと
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である，然るに Ur は R，bは常に王で且つ R2三b在る故に常に負である且 Uo-

=0であるから水平愛位は常に.中心に向き，.Rこ bで愛位二0，R→∞ーになると

きは愛位→0 と在る事が解る。

垂直愛位は

W~=A~ λ+2〆b2+ 孔+2μ~t
一一一ー一一り~~

l ft R3 ' A十μ，RJ 

で常に正友る故に下方に向ふ事がわかり，且 R=bで最大で E→∞になると

き W。→0とたる。

更に λ=μ，としたときの歪力及餐位を計算じて見るとP 歪力は(歪核左中心

とした宇径 α友る球面上で)
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餐位は

(u-4叫J;む~)v'同
町 =A(芋+詰)

Ur の最大たる所を求めるに9 今 2=mと置くと

U伊 =_.Al.-(2.+1 + 
.2X+~\I二2_1一一一一-b ¥X3

・2x(x十1)
. 
x3(x+1):lJV ":'. --

d打ー
でよ =0から
αx 

x7十10x6+ 43x5 + 55x4 
- 20x3 -95x2ー ，72.1J-18= 0 

との方程式の根は x'.1.2で，その他 .1J;:;主1友る範圏内に於て玉根を有せぎる事

は「スツノレムの定理」に依って詮明される。I5Pち R=1.2bの所でフk千饗位が最

大と友る。今 λ=p-とした場合の愛位とF 歪力の計算の結果を表と固に示すo

集 1 表

i' 
fT

町

O
、 r"¥ 

fT
「

O 。 rr・ 。 rr 

7.000A~α4 “ 
O.OOOA;α4 

“ 
-:0.542A主

U 。。 100 2.~95A~ α α 
100 . 6.775 0.184 110 -1.186 2.599 

20 6.238 0.422 120 -'-2.000 2.165 

30 5.196 : 0.750 130 .-2.991 1.665 

40 4.096 1.174 140 -"4.096 1.174 

50 2.991 1.665 150 ......:5.196 0.750 

60 2.000 2.165 160 -6.238 0.422 

70 1.186 2.599 170 -6.775 0.184 

80 0.542 2.895 180 -7.000 0.000 

90 0.000 3.000 
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集 2 表

Rjb Ur F凡 Rjb Dr liVo' 

1.0 0.0OA1 4.5叶 3.2 0.34A-?-
1 

b b 
0.5?AO 

1.2 1.16 2.90 3.4 0.31 0.52 

1.4. 1.10 2.17 3.6 0.27 0.48 

1.6 0.95 1.67 3.8 0.26 0.45 

1;8 0.81 1.35 4.0 0;24 0.42 

2.0 0.70 1.13 4.2 0.22 0.40 

2:2 0.61 0.96 4.4 O.21 0.38 

2.4 0.53 0.81 4.6 0.19 0.36 
」

2.6 0.47 0.75 4.8 0.18 0.34 

2.8 0.41 0.67 5.0 0.17 0.32 

3.0 0.37 0.61 

格りに種々，御教示下さいました本多技師に厚く御櫨申上げます。
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